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例
年
の
こ
と
で
あ

る
が
こ
の
季
節
に
な

る
と
、
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
に
向
け
て

「
平
和
行
進
」「
平

和
美
術
展
」
な
ど
の
催
し
が
あ

る
。
原
爆
の
投
下
さ
れ
た
「
広
島

忌
」
と
「
長
崎
忌
」
と
も
に
灼
熱

の
夏
で
あ
る
が
、
俳
句
の
世
界
で

は
こ
の
間
に
夏
と
秋
の
変
わ
り
目

が
あ
る
と
い
う
（
金
子
兜
太
、
二

つ
の
夏
）。
趣
が
あ
る
と
い
う
か

少
し
煩
わ
し
さ
も
感
じ
る
▼
原
爆

投
下
に
先
立
つ
こ
と
４
カ
月
、
凄

惨
を
極
め
る
沖
縄
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
米
軍
の
本
土
上
陸
を
恐

れ
、
時
間
稼
ぎ
の
消
耗
戦
。
沖
縄

の
人
の
４
人
に
１
人
が
亡
く
な
る

と
い
う
あ
ま
り
に
も
む
ご
い
捨
石

作
戦
で
あ
っ
た
。
沖
縄
戦
73
年
、

世
界
平
和
を
願
う
「
慰
霊
の
日
」

の
式
典
が
６
月
23
日
に
行
わ
れ
た

▼
年
月
が
経
ち
戦
争
経
験
者
が
減

り
、
記
憶
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
中
、

14
歳
の
少
女
相
良
倫
子
さ
ん
が
自

作
の
詩
〝
生
き
る
〞
を
朗
読
し

た
。
朗
読
と
い
う
よ
り
一
度
も
原

稿
を
見
る
こ
と
も
な
く
、
清
ら
か

な
瞳
を
キ
ッ
と
見
開
き
、
心
の
底

か
ら
大
勢
の
人
た
ち
に
訴
え
た
。

す
べ
て
の
こ
と
ば
が
胸
を
打
つ
▼

昔
か
ら
こ
と
ば
に
は
霊
力
（
言

霊
）
が
宿
っ
て
い
る
、
ま
た
言
の

葉
と
は
人
の
心
を
種
と
し
て
表
れ

出
た
葉
で
あ
る
と
い
う
。
種
と
し

て
の
人
の
心
は
読
め
な
い
が
、
人

の
口
か
ら
出
た
（
言
）
の
（
葉
）

に
よ
り
託
さ
れ
た
思
い
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
▼
戦
没
者
追
悼
式
で

の
安
倍
首
相
の
あ
い
さ
つ
、
全
文

を
見
て
も
何
も
伝
わ
ら
な
い
。

「
…
沖
縄
の
基
地
負
担
軽
減
に
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
」
同

じ
こ
と
ば
で
こ
ん
な
に
も
次
元
が

異
な
る
も
の
か
と
驚
き
を
禁
じ
得

な
い
。
心
に
種
が
な
い
と
出
る
葉

も
空
虚
で
あ
る
。
そ
れ
を
見
抜
い

て
参
加
者
か
ら
は
「
帰
れ
！
」
の

ヤ
ジ
が
た
く
さ
ん
飛
ん
だ
（
無
）
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協
会
で
は
、「
頼
り
に
な
り
役

に
立
つ
、
会
員
に
な
っ
て
得
を
す

る
協
会
」
を
掲
げ
て
、
春
の
組
織

強
化
月
間
に
全
力
で
取
り
組
み
ま

し
た
。
３
カ
月
間
で
１
６
０
人
の

入
会
を
得
て
、
組
織
現
勢
は
７
４

４
７
人
と
な
り
、
過
去
最
高
を
更

新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多

く
の
会
員
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

に
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
春
の
組
織
強
化
月
間
で
は
、

新
規
開
業
医
研
究
会
や
開
業
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
の
開
業
サ
ポ
ー
ト
、
新

会
と
施
設
基
準
の
届
出
に
対
応
し

た
医
療
安
全
管
理
対
策
研
究
会
で

多
く
の
み
な
さ
ま
に
ご
入
会
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
保
険
医

年
金
」「
グ
ル
ー
プ
保
険
」「
休
業

保
障
制
度
」
の
協
会
３
大
共
済
制

度
に
加
え
、
今
年
か
ら
「
新
グ
ル

ー
プ
保
険
」
を
発
足
さ
せ
、
大
型

保
障
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま
し
た
。

先
生
ご
本
人
だ
け
で
な
く
ご
家
族

規
指
導
な
ど
の
審
査

指
導
対
策
や
保
険
請

求
対
策
に
加
え
、
４

月
の
診
療
報
酬
改
定

対
策
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
と
り
わ
け
歯

科
で
は
新
点
数
研
究

や
従
業
員
の
福
利
厚
生
と
し
て
、

積
立
年
金
「
デ
フ
エ
ル
」
や
所
得

補
償
保
険
を
ご
利
用
い
た
だ
く
な

ど
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
ト
ー
タ
ル

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
協
会
共
済
制
度

を
き
っ
か
け
と
し
た
入
会
が
広
が

り
ま
し
た
。

　

病
院
勤
務
医
の
先
生
方
に
向
け

て
は
、
新
た
に
発
足
さ
せ
た
勤
務

医
部
の
研
究
会
案
内
や
勤
務
医
Ｎ

Ｅ
Ｗ
Ｓ
の
配
布
、
病
院
医
局
へ
の

協
会
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
、

継
続
的
な
宣
伝
活
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
の
中
で

既
会
員
の
先
生
か
ら
医
局
で
紹
介

を
い
た
だ
く
な
ど
の
成
果
を
得
ま

し
た
。
未
入
会
病
院
に
は
、
適
時

調
査
対
策
や
保
険
請
求
対
策
、
歯

科
医
療
安
全
管
理
対
策
研
究
会
等

を
宣
伝
し
、
新
た
に
公
私
立
３
病

院
の
入
会
と
と
も
に
、
会
員
病
院

の
歯
科
も
単
独
で
入
会
す
る
な
ど

の
成
果
を
得
ま
し
た
。

　

会
員
の
み
な
さ
ま
か
ら
も
、
お

知
り
合
い
の
開
業
医
や
勤
務
医
、

ご
子
弟
な
ど
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
協
会
で
は
社
会
保
障
を
守
る

運
動
と
と
も
に
、
医
師
の
働
き
方

の
改
善
や
診
療
報
酬
引
き
上
げ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
み

ま
す
。
み
な
さ
ま
の
よ
り
一
層
の

お
力
添
え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
回
の
骨
太
の
方
針
２
０
１
８

で
は
、
骨
太
の
方
針
２
０
１
５
に

定
め
ら
れ
た
社
会
保
障
費
抑
制
策

の
継
続
が
問
わ
れ
て
い
た
。
結

果
、「
社
会
保
障
関
係
費
に
つ
い

て
は
、
増
加
を
高
齢
化
に
よ
る
増

加
分
に
相
当
す
る
伸
び
に
お
さ
め

る
こ
と
を
目
指
す
方
針
…
を
21
年

度
ま
で
継
続
す
る
」
と
こ
れ
ま
で

の
方
針
の
継
続
が
明
示
さ
れ
た
。

　

抑
制
に
つ
い
て
の
数
値
目
標
こ

そ
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、

議
論
の
過
程
で
は
、
財
務
省
は
19

〜
21
年
度
の
３
年
間
で
社
会
保
障

費
の
伸
び
を
計
１
・
３
兆
円
に
抑

制
す
る
案
を
示
し
て
い
た
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
社
会
保
障
費
の

　

６
月
15
日
、「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１

８
」（
以
下
、
骨
太
の
方
針
２
０
１
８
）
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

社
会
保
障
費
の
自
然
増
を
高
齢
化
相
当
分
に
ま
で
抑
制
す
る
こ
と

や
、
そ
の
た
め
の
地
域
別
診
療
報
酬
や
受
診
時
定
額
負
担
の
導
入

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
問
題
点
を
検
証
す
る
。

伸
び
を
年
間
平
均
４
３
０
０
億
円

程
度
ま
で
に
抑
制
す
る
と
い
う
も

の
で
、
こ
れ
ま
で
の
５
０
０
０
億

円
よ
り
さ
ら
に
厳
し
い
伸
び
の
抑

制
策
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
毎
年
１
兆
円
と
も

言
わ
れ
る
社
会
保
障
費
の
自
然
増

は
、
小
泉
政
権
下
で
毎
年
２
２
０

０
億
円
削
減
さ
れ
、
第
２
次
安
倍

政
権
で
は
年
間
５
０
０
０
億
円
の

伸
び
ま
で
に
圧
縮
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
以
上
の
社
会
保
障
費
抑
制
は

患
者
・
国
民
を
必
要
な
医
療
か
ら

さ
ら
に
遠
ざ
け
、
医
療
機
関
の
経

営
を
危
機
に
晒
す
も
の
で
許
さ
れ

る
こ
と
で
は
な
い
。

社
会
保
障
費
削
減
の
口
実

社
会
保
障
費
削
減
の
口
実

　
　
　
　

―
財
政
健
全
化

　
　
　
　

―
財
政
健
全
化

　

政
府
は
、
社
会
保
障
費
抑
制
は

財
政
健
全
化
の
た
め
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
政
府
は
こ
れ
ま
で

に
財
政
健
全
化
目
標
の
達
成
時
期

を
11
年
度
↓
19
年
度
↓
20
年
度
と

３
度
先
延
ば
し
、
今
年
は
25
年
度

ま
で
見
送
り
を
決
め
た
。
財
政
健

全
化
が
進
ま
な
い
背
景
に
つ
い

て
、
財
務
省
は
『
日
本
の
財
政
関

係
資
料
』（
18
年
３
月
）
で
「
歳

入
面
で
は
、
…
減
税
に
よ
る
税
収

の
落
ち
込
み
が
主
要
因
」
と
、
た

び
重
な
る
法
人
税
減
税
や
大
企
業

向
け
の
租
税
特
別
措
置
の
拡
大
な

ど
に
よ
る
歳
入
不
足
を
認
め
て
い

る
。
財
政
健
全
化
を
理
由
に
、
社

会
保
障
費
を
抑
制
す
る
一
方
で
、

大
企
業
中
心
に
減
税
を
行
う
と
い

う
政
府
の
姿
勢
は
、
財
政
健
全
化

は
社
会
保
障
費
抑
制
の
た
め
の
口

実
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。医

療
提
供
体
制
の
縮
小
と

医
療
提
供
体
制
の
縮
小
と

さ
ら
な
る
患
者
負
担
増

さ
ら
な
る
患
者
負
担
増

　

骨
太
の
方
針
２
０
１
８
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
骨
太
の
方
針
同
様
、

医
療
費
抑
制
策
や
医
療
提
供
体
制

の
縮
小
、
患
者
・
国
民
負
担
増
計

画
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
（
表
）。

　

医
療
費
抑
制
策
と
し
て
は
「
一

人
当
た
り
医
療
費
の
地
域
差
半

減
」「（
国
保
）
法
定
外
繰
入
の
解

消
」「
地
域
独
自
の
診
療
報
酬
」

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
こ
れ
ら

は
都
道
府
県
に
、
よ
り
低
い
診
療

報
酬
の
設
定
な
ど
で
医
療
費
抑
制

を
強
制
す
る
も
の
で
あ
る
。
実
際

に
、
奈
良
県
の
荒
井
正
吾
知
事
は

医
療
費
が
抑
制
で
き
ず
国
保
保
険

料
が
下
が
ら
な
い
場
合
は
、
診
療

報
酬
の
引
き
下
げ
を
行
な
う
と
明

言
し
て
い
る
。
こ
れ
が
実
現
す
れ

ば
、
そ
の
地
域
の
医
療
機
関
経
営

は
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
医
療
提

供
体
制
の
縮
小
な
ど
が
起
こ
り
か

ね
な
い
。

　

さ
ら
に
医
師
や
病
床
、
高
額
医

療
機
器
を
削
減
し
、
在
宅
医
療
と

在
宅
で
の
看
取
り
を
増
や
し
て
医

療
費
を
抑
制
す
る
こ
と
も
盛
り
込

ま
れ
た
。

　

患
者
・
国
民
負
担
増
も
表
の
通

り
多
数
計
画
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
受
診
抑
制

に
拍
車
が
か
か
り
、
経
済
的
な
理

由
で
、
必
要
な
受
診
が
で
き
ず
、

命
や
健
康
を
危
険
に
晒
す
患
者
が

増
え
か
ね
な
い
。

必
要
な
の
は

必
要
な
の
は

社
会
保
障
の
充
実

社
会
保
障
の
充
実

　

骨
太
の
方
針
２
０
１
８
に
は
、

「
社
会
保
障
制
度
が
経
済
成
長
を

支
え
る
基
盤
と
な
り
、
消
費
や
投

資
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
」
と

の
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
社
会

保
障
は
経
済
成
長
の
足
か
せ
で
あ

る
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
表
現
が
、

多
く
の
批
判
に
よ
り
修
正
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
文
言
の
よ
う
に
、
世
界
に

類
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化

が
進
む
中
、
必
要
な
の
は
社
会
保

障
制
度
を
充
実
さ
せ
、
国
民
の
将

来
不
安
を
払
拭
し
、
持
続
可
能
な

経
済
社
会
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。

協
会
の
運
動
に
ご
協
力
を

協
会
の
運
動
に
ご
協
力
を

　

保
団
連
・
協
会
で
は
骨
太
の
方

針
２
０
１
８
に
盛
り
込
ま
れ
た
患

者
・
国
民
負
担
増
に
反
対
し
、
社

会
保
障
費
の
抜
本
的
増
額
を
求
め

る
た
め
、
今
後
、
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ

や
署
名
な
ど
に
取
り
組
む
予
定
。

ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

政策解説

こ
れ
ま
で
以
上
の
医
療
費
抑
制
策

こ
れ
ま
で
以
上
の
医
療
費
抑
制
策

骨
太
の
方
針
２
０
１
８

骨
太
の
方
針
２
０
１
８

協
会
政
策
部

協
会
政
策
部

春
の
組
織
強
化
月
間
が
終
了

春
の
組
織
強
化
月
間
が
終
了

会
員
数
過
去
最
高
を
更
新

会
員
数
過
去
最
高
を
更
新

７
４
４
７
人
に

７
４
４
７
人
に

組
織
部
長　
　

組
織
部
長　
　

宮
武　

博
明

宮
武　

博
明

表　骨太の方針2018で示された医療提供体制縮小と
患者・国民負担増計画（主なもの）　　　

本文の記述 内　　容

医
療
提
供
体
制
の
縮
小

・ 2019年度～2021年度を「基盤強化期
間」と位置付け、経済成長と財政を持
続可能にするための基盤固めを行う。

社会保障費の伸びを３年間で1.3兆円
に抑制

・ 地域医療構想の実現に向けた個別の病
院名や転換する病床数等の具体的対応
方針…の策定を促進する。

病床削減

・ 2022年度以降について…将来的な医学
部定員の減員に向け、医師養成数の方
針について検討する。

医師数抑制

患
者
負
担
増
計
画

・ 所得のみならず資産の保有状況を適切
に評価しつつ、「能力」に応じた負担
を求めることを検討する。

退職金や自宅など「資産」を持つ人
の負担引き上げ

・ 後期高齢者の窓口負担の在り方につい
て検討する。

後期高齢者の窓口負担を原則２割化

・ 医療・介護における「現役並み所得」
の判断基準を現役との均衡の観点から
見直しを検討する。

「現役並み所得」の基準を引き下
げ、高負担の対象者を増やす

・ 薬剤自己負担の引上げについて、…対
象範囲を含め…必要な措置を講ずる。

処方箋なしで買える漢方薬や湿布、
痛み止めの保険外し

・ 外来受診時等の定額負担導入を検討す
る。

かかりつけ医以外受診時に500円程度
を窓口負担に上乗せ

・ 保険給付率と患者負担率のバランス等
を定期的に見える化しつつ、…総合的
な対応を検討する。

医療費が増えた場合、窓口負担割合
を自動的に引き上げる被災に関する各種相談・要望、情報提供は、

 ☎078－393－1817 組織部まで

豪雨の被害に遭われた先生方へ

被災状況をお知らせください被災状況をお知らせください
　このたびの豪雨災害により被災されました会
員のみなさまには、心よりお見舞い申し上げま
す。協会では会員医療機関の被害状況の確認を
進めています。床上、床下浸水などの被害に遭
われた先生は、協会までお申し出ください。
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好評につき好評につき
2019年３月末まで2019年３月末まで
 延長されました！ 延長されました！

　協会と京都銀行の提携
融資制度は、期間限定の
特別金利キャンペーンを
実施しています。2019年
３月末までの申込受付分
について、通常より年
0.4％優遇金利となりま
す。借り換えも可能、手
数料も通常より優遇して
いますので、ぜひご利用
ください。

※1000万円までは原則、担保不要
※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1805 融資部・有本まで

京都銀行提携融資制度京都銀行提携融資制度

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

融資部より

2018年７月１日現在

特別金利キャンペーン実施中特別金利キャンペーン実施中!!

第１８８３号 （２）２０１８年(平成３０年)７月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

　

歯
科
部
会
は
６
月
３
日
に
県
農

業
会
館
で
歯
科
定
例
研
究
会
「
超

高
齢
社
会
に
お
け
る
口
腔
ケ
ア
と

摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

〜
病
態
の
理
解
と
自
然
治
癒
力
を

考
慮
し
て
〜
」
を
開
催
。
九
州
歯

科
大
学
老
年
障
害
者
歯
科
学
分
野

教
授
の
柿
木
保
明
先
生
を
講
師

に
、
69
人
が
参
加
し
た
。
と
も
歯

科
医
院
・
歯
科
衛
生
士
の
林
朱
音

氏
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

協
会
も
参
加
す
る
兵
庫
県
社

会
保
障
推
進
協
議
会
（
県
社
保

協
）
は
６
月
30
日
、
神
戸
市
勤

労
会
館
で
第
47
期
総
会
を
開
催

し
90
人
が
参
加
し
た
。

　

総
会
議
事
で
は
中
央
社
保
協

が
提
起
し
た
「
憲
法
25
条
を
守

り
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

を
実
現
す
る
大
運
動
」
に
取
り

組
む
な
ど
の
方
針
を
採
択
し

た
。
役
員
改
選
で
は
、
兵
庫
県

保
険
医
協
会
副
理
事
長
の
吉
岡

正
雄
先
生
が
会
長
職
を
勇
退

し
、
新
会
長
に
同
じ
く
副
理
事

長
の
武
村
義
人
先
生
が
選
出
さ

れ
た
。

　

記
念
講
演
は
、
元
静
岡
大
学

教
授
で
あ
る
湖
東
京
至
税
理
士

と
さ
れ
る
新
聞
代
な
ど
の
分
野

で
「
増
税
前
の
値
上
げ
」
が
始

ま
り
、
国
民
生
活
に
打
撃
を
与

え
始
め
て
い
る
と
し
た
。
軽
減

税
率
の
導
入
は
低
所
得
者
の
負

担
軽
減
を
名
目
と
し
て
い
る

が
、
値
上
げ
を
抑
制
す
る
効
果

は
限
定
的
で
あ
る
ば
か
り
か
、

８
％
税
率
の
適
用
範
囲
を
め
ぐ

る
混
乱
が
予
想
さ
れ
る
と
し

た
。

　

下
請
け
の
中
小
企
業
が
納
め

た
消
費
税
が
、
輸
出
大
企
業
に

輸
出
還
付
金
と
し
て
戻
さ
れ
る

仕
組
み
に
つ
い
て
も
解
説
し
、

税
率
が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

輸
出
大
企
業
へ
の
還
付
額
は
増

え
る
一
方
、
中
小
企
業
に
よ
る

消
費
税
の
滞
納
件
数
は
さ
ら
な

る
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
、
安

定
し
た
税
収
確
保
の
点
か
ら
も

問
題
点
を
指
摘
し
た
。

　

湖
東
氏
は
社
会
保
障
財
源
と

し
て
消
費
税
増
税
を
せ
ず
と

も
、
消
費
税
を
導
入
し
た
１
９

８
９
年
以
降
続
け
ら
れ
て
い

る
、
年
間
23
兆
円
を
超
え
る
法

人
税
の
大
減
税
の
見
直
し
を
は

じ
め
と
し
て
、
所
得
税
の
総
合

課
税
制
へ
の
変
更
、
大
企
業
へ

の
地
方
税
優
遇
の
是
正
な
ど

で
、
社
会
保
障
財
源
と
し
て
38

兆
円
を
確
保
で
き
る
と
解
説
し

た
。

が
「
消
費
税

を
上
げ
ず
に

社
会
保
障
財

源
38
兆
円
を

生
む
税
制
」

と
題
し
て
講

演
。
湖
東
氏

は
、
２
０
１

９
年
10
月
の

消
費
税
10
％

へ
の
引
き
上

げ
を
前
に
、

す
で
に
軽
減

税
率
の
対
象

　

柿
木
先
生
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
は

現
在
の
自
分
の
仕
事
内
容
に
お
い

て
の
知
識
向
上
や
、
も
っ
と
患
者

味
を
引
き
立
た
せ
て
く

れ
る
先
生
の
お
話
が
ま

た
聞
け
る
こ
と
は
す
ご

く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
現
在
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
設
や
患
者
様
の

ご
自
宅
に
往
診
に
伺
っ

て
い
ま
す
が
、
患
者
様

の
訴
え
を
た
だ
治
す
だ

け
で
な
く
、
生
活
習
慣

や
疾
患
、
常
用
薬
な
ど

か
ら
訴
え
の
原
因
を
考

え
た
上
で
対
応
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
こ
と

様
の
気
持
ち
や
病
状
に
寄
り
添
う

た
め
の
ヒ
ン
ト
が
何
か
得
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
と
、
す
ご
く
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
私
は
先

生
が
在
籍
さ
れ
て
い
る
九
州
歯
科

大
学
の
近
く
に
あ
る
衛
生
士
学
校

に
通
っ
て
い
た
た
め
、
何
度
か
先

生
の
授
業
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
際
、
誰
も
が
分
か

り
や
す
く
、
難
し
い
内
容
で
も
興

　

歯
科
部
会
は
６
月
20
日
に
協
会

会
議
室
で
、
第
４
回
病
院
歯
科
懇

談
会
「
２
０
１
８
年
４
月
歯
科
新

点
数
を
め
ぐ
っ
て　

初
再
診
料
・

外
来
環
、
周
術
期
と
連
携
、
医

管
、
算
定
例
等
の
解
説
と
交
流
」

を
開
催
。
神
戸
常
盤
大
学
短
期
大

学
部
口
腔
保
健
学
科
教
授
の
足
立

了
平
協
会
副
理
事
長
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
、
川
村
雅
之
協
会
副

理
事
長
が
話
題
提
供
、
神
戸
市
立

医
療
セ
ン
タ
ー
西
民
病
院
歯
科
口

腔
外
科
の
西
田
哲
也
医
長
が
症
例

報
告
を
行
い
、
22
人
が
参
加
し

た
。
中
村
純
也
先
生
の
感
想
を
紹

介
す
る
。

　

病
院
歯
科
で
勤
務
し
て
い
る
と

歯
科
保
険
点
数
や
算
定
要
件
な
ど

を
学
ぶ
機
会
が
少
な
く
、
本
懇
談

会
の
開
催
は
非
常
に
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
川
村
雅
之
先
生
か
ら
「
２

０
１
８
年
４
月
歯
科
診
療
報
酬
改

定
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
し
て
、
歯

管
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
加
算
、

医
管
・
総
医
、
レ
ー
ザ
ー
機
器
加

算
、
特
疾
患
を
算
定
で
き
る
特
定

算
定
可
能
に
）、
歯
科
用
３
Ｄ
Ｃ

Ｔ
、
摂
食
機
能
療
法
、
口
腔
機
能

加
算
の
上
手
な
活
用
に
つ
い
て
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と

く
に
小
児
口
腔
機
能
管
理
加
算

（
小
機
能
）
と
口
腔
機
能
管
理
加

算
（
口
機
能
）
に
つ
い
て
は
、
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
口
腔
機

能
へ
の
対
応
を
、
小
児
や
高
齢
者

が
来
院
す
る
こ
と
も
多
い
病
院
歯

科
に
お
い
て
、
率
先
し
て
行
う
必

要
が
あ
る
の
で
は
、
と
私
も
感
じ

て
い
ま
す
。

　

西
田
哲
也
先
生
か
ら
は
、
２
０

１
８
年
診
療
報
酬
改
定
か
ら
、
①

床
副
子
に
関
す
る
技
術
の
見
直
し

を
受
け
、
顎
関
節
症
・
歯
ぎ
し
り

や
止
血
シ
ー
ネ
目
的
だ
け
で
は
な

く
、
気
管
内
挿
管
時
の
歯
の
保
護

（
病
名
は
気
管
内
挿
管
時
の
口
腔

内
装
置
必
要
状
態
と
す
る
）
に
お

い
て
も
、
技
工
料
な
ど
を
工
夫
し

て
算
定
し
て
い
け
な
い
か
と
い
う

点
、
②
周
術
期
等
口
腔
機
能
管
理

料
に
つ
い
て
、
対
象
患
者
の
範

囲
、
エ
ピ
シ
ル
の
扱
い
な
ど
に
つ

い
て
議
論
の
場
を
提
供
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

各
々
の
病
院
歯
科
で
ど
の
よ
う

な
算
定
を
し
て
い
る
か
、
ど
ん
な

こ
と
で
悩
み
困
っ
て
い
る
か
、
厚

労
省
要
請
に
も
参
加
さ
れ
て
い
る

先
生
を
含
め
、
幅
広
く
、
深
く
議

論
で
き
る
本
会
は
非
常
に
有
意
義

で
、
今
後
の
開
催
も
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

【
三
木
市
・
と
き
わ
病
院

歯
科
口
腔
外
科　

 

中
村　

純
也
】

疾
患
（
Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ

Ｊ
が
含
ま
れ
た
）

な
ど
を
幅
広
く
ま

と
め
て
い
た
だ

き
、
歯
周
基
本
治

療
や
Ｓ
Ｐ
Ｔ
、
実

地
指
、
歯
清
に
つ

い
て
も
変
更
追
加

点
を
加
え
、
詳
細

に
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
足
立

了
平
先
生
か
ら
、

診
療
情
報
提
供
料

（
施
設
宛
て
へ
も

が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
睡
眠
薬

を
服
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
口
腔

機
能
に
関
わ
る
反
射
な
ど
の
低
下

が
あ
る
た
め
、
と
く
に
気
を
つ
け

て
口
腔
ケ
ア
や
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う

こ
と
が
必
要
で
、
睡
眠
薬
が
い
か

に
口
腔
機
能
の
向
上
の
妨
げ
に
な

っ
て
い
る
か
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

他
に
も
漢
方
薬
に
つ
い
て
や
ア

ロ
マ
療
法
、
そ
し
て
先
生
の
専
門

で
あ
る
舌
診
な
ど
、
興
味
深
い
お

話
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で

き
、
あ
っ
と
い
う
間
の
３
時
間
で

し
た
。
今
後
、
患
者
様
を
診
る
際

は
、
常
用
薬
な
ど
を
把
握
し
て
対

応
す
る
こ
と
、
そ
し
て
口
腔
ケ
ア

中
に
舌
を
し
っ
か
り
見
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
患
者
様
の

心
に
寄
り
添
え
る
歯
科
衛
生
士
に

な
れ
る
よ
う
、
日
々
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
須
磨
区
・
と
も
歯
科
医
院

歯
科
衛
生
士 

林　
　

朱
音
】

感 想 文

感 想 文

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

船
曳　

和
子
先
生

灘
区　

産
婦
人
科

６
月
20
日 

享
年
87
歳

口
腔
ケ
ア
と
嚥
下
リ
ハ
の

ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

病
院
歯
科
に
特
化
し
た

役
立
つ
新
点
数
情
報

歯
科
定
例
研
究
会

県
社
保
協
総
会

県
社
保
協
総
会

消
費
増
税
に
頼
ら
な
い

社
会
保
障
拡
充
の
道
を

湖
東
京
至
元
静
岡
大
教
授
が
講
演

第
４
回　

病
院
歯
科
懇
談
会

柿木保明先生（上）が口腔ケアと接触嚥下
リハのポイントを説明し、69人が参加した

消費増税に頼らない社会保障財源について元
静岡大教授の湖東税理士が解説し90人が参加

診療報酬改定をめぐる算定の工夫について
22人が学習　　　　　　　　　　　　　　

「保険医年金」、積立年金「DefL」の加入受付は締め切りました「保険医年金」、積立年金「DefL」の加入受付は締め切りました
多数のご加入ありがとうございました多数のご加入ありがとうございました

※今回ご加入の取り扱いは以下のとおりです。

▶制度の発足　９月１日

▶「月払」初回保険料の引き去り 
　ＳＭＢＣファイナンスによる自動振替（旧診療報酬引去）の方は８月
６日、協会からの銀行口座自動振替ご指定の方は８月27日。

▶「一時払」の掛金払い込み 
　「振込」の方は、協会指定口座へ８月10日までにお振り込みください
（７月初旬にご案内をお送りしています）。
　「保険医年金」の「口座振替」をご指定の方は７月25日に指定口座か
ら自動振替します。
　「DefL」の「口座振替」をご指定の方は８月27日に指定口座から自動振
替します。

▶加入者証（加入通知）の送付 
　11月末までに協会から直送または生命保険会社の担当社員を通じてお届
けします。
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録
音
や
弁
護
士
帯
同
の

利
用
実
態
な
ど
意
見
交
換

保
険
診
療
法
制
研
究
会

報 告 薬
科
部
研
究
会

発
達
障
害
の
患
者
様
に
も

居
心
地
の
良
い
環
境
め
ざ
す

感 想 文

が
散
っ
た
り
す
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
発
達
障
害
の
患
者
様
が
す

べ
て
薬
物
療
法
を
受
け
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
し
、
薬
も
症
状
に
合

わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
試
し
、
容
量
も

ま
ち
ま
ち
だ
と
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
日
本
社
会
は
、
他
の
人

と
違
う
捉
え
方
や
考
え
方
が
尊
重

さ
れ
に
く
く
、
他
の
人
と
違
う
こ

と
が
魅
力
的
で
は
な
く
排
除
さ
れ

た
り
、
努
力
す
れ
ば
で
き
て
当
然

と
思
わ
れ
た
り
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
発
達
障
害
の

患
者
様
に
と
っ
て
は
特
に
し
ん
ど

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

患
者
様
に
お
薬
を
渡
す
と
き

は
、
薬
を
安
易
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

に
変
え
た
り
し
な
い
よ
う
、
な
る

べ
く
居
心
地
の
良
い
環
境
作
り
、

薬
局
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

【
東
灘
区
・
薬
剤
師

 

西
村
ゆ
か
り
】

す
。
具
体
的
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
が
ど
っ
と
押
し
寄
せ
て
き
て
、

注
目
す
べ
き
情
報
を
抽
出
で
き
な

か
っ
た
り
、
選
択
さ
れ
る
情
報
に

違
い
が
あ
っ
た
り
、
場
が
読
め
な

い
、
暗
黙
の
前
提
が
な
か
っ
た

り
、
い
つ
も
と
違
う
状
況
が
苦
手

だ
っ
た
り
、
く
つ
ろ
ぎ
の
違
い
、

周
囲
か
ら
そ
の
感
覚
や
こ
だ
わ
り

が
理
解
さ
れ
に
く
い
と
の
こ
と
で

　

薬
科
部
は
６
月
16
日
、
協
会
会

議
室
で
研
究
会
を
開
催
。「
発
達

障
害
と
薬
物
療
法
」
を
テ
ー
マ

に
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病

院
親
と
子
ど
も
の
心
療
科
准
教
授

の
岡
田
俊
先
生
が
講
師
を
務
め
、

74
人
が
参
加
し
た
。
西
村
ゆ
か
り

氏
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

今
回
の
研
究
会
は
発
達
障
害
の

話
で
し
た
が
、
目
本
の
社
会
の
在

り
方
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で

し
た
。
発
達
障
害
は
発
達
障
害
者

支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
定
義
づ
け

さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
中
で
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ

ム
症
と
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
人

　

小
牧
英
夫
協
会
顧
問
弁
護
士

な
ど
の
弁
護
士
ら
が
、
審
査
・

指
導
問
題
な
ど
、
開
業
保
険
医

を
取
り
巻
く
諸
問
題
に
つ
い
て

学
ん
で
い
る
保
険
診
療
法
制
研

究
会
。
７
月
４
日
、
18
回
目
と

な
る
研
究
会
が
協
会
会
議
室
で

開
催
さ
れ
、
10
人
が
参
加
し
、

協
会
か
ら
、
西
山
裕
康
理
事

長
、
吉
岡
巌
副
理
事
長
が
出
席

し
た
。
與
語
信
也
弁
護
士
の
報

告
を
紹
介
す
る
。

　

当
研
究
会
で
は
、
指
導
制
度

に
つ
い
て
、
運
用
実
態
や
そ
の

法
的
問
題
点
を
整
理
し
、
行
政

に
対
す
る
指
導
制
度
の
改
善
要

求
お
よ
び
保
険
医
が
備
え
て
お

く
べ
き
知
識
と
心
構
え
を
提
言

と
し
て
ま
と
め
る
作
業
を
続
け

て
い
ま
す
。
本
提
言
の
骨
子
は

ほ
ぼ
出
来
上
が
っ
て
き
て
お

り
、
い
よ
い
よ
大
詰
め
の
段
階

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

７
月
４
日
に
行
わ
れ
た
研
究

会
で
は
、
作
成
さ
れ
た
骨
子
の

内
容
が
、
行
政
に
対
す
る
提
言

と
し
て
適
切
な
表
現
に
な
っ
て

い
る
か
、
指
導
を
受
け
る
立
場

に
あ
る
保
険
医
に
と
っ
て
誤
解

が
生
じ
る
よ
う
な
文
章
に
な
っ

て
い
な
い
か
な
ど
、
複
数
の
視

点
に
立
っ
た
詰
め
の
議
論
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
保
険

医
が
指
導
を
受
け
る
際
の
「
録

音
」
や
「
弁
護
士
帯
同
」
の
実

際
の
利
用
実
態
、
指
導
と
診
療

報
酬
の
「
自
主
返
還
」
と
の
関

係
な
ど
に
つ
い
て
も
意
見
交
換

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
会
が
行
っ
た
文
書

開
示
請
求
に
よ
っ
て
近
畿
厚
生

局
か
ら
開
示
さ
れ
た
資
料
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
提
言
の
内
容

と
実
際
の
指
導
の

デ
ー
タ
と
の
間
に

齟
齬
が
な
い
か
に

つ
い
て
も
、
議
論

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
で

出
た
指
摘
・
修
正

点
を
踏
ま
え
、
さ

ら
に
担
当
者
間
で

意
見
交
換
を
行

い
、
次
回
９
月
の

会
議
で
の
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

【
花
く
ま
法
律
事

務
所　

弁
護
士

 

與
語　

信
也
】

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
相

互
交
流
が
難
し
く
、
行
動
、
関

心
、
活
動
の
幅
が
狭
い
そ
う
で

す
。

　

注
意
欠
如
・
多
動
症

（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
は
12
歳
以

前
か
ら
学
校
、
家
庭
、
職

場
等
複
数
の
場
面
で
発
達

水
準
に
不
相
応
な
不
注

意
、
多
動
性
、
行
動
性
が

見
ら
れ
、
具
体
的
に
は
、

熟
慮
よ
り
行
動
が
、
行
動

よ
り
感
情
が
先
に
立
っ
た

り
、
行
動
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
難
し
か
っ
た
り
、
待

つ
べ
き
時
に
待
て
な
か
っ

た
り
、
些
細
な
刺
激
に
気

発達障害の患者への薬物療法を74人が学習

９月の会議で指導に関する提言完成を目指し、
医師・弁護士が議論重ねる　　　　　　　　　

歯科保険請求
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　これは、協会・保団連が厚労省に重
ねて要請した一定の成果です。医管の
モニタリングは、「たとえ歯科衛生士
がいなくても医療安全上必要なモニタ
リングは評価せよ。せめて常勤要件は
廃止を」と要求。６月14日にも保団連
近畿ブロックで下記の通知文言の修正
を約束させました。
①歯科疾患管理料の注11に規定する総
合医療管理加算及び歯科治療時医療管
理料に関する施設基準
（２）常勤の歯科医師が複数名配置さ
れていること又は常勤の歯科医師及び
常勤の歯科衛生士又は看護師がそれぞ
れ１名以上配置されていること。な
お、非常勤の歯科衛生士又は看護師を
２名以上組み合わせることにより、当
該保険医療機関が規定する常勤歯科衛
生士又は常勤看護師の勤務時間帯にお
ける常勤歯科医師等と同じ時間帯に歯
科衛生士又は看護師が配置されている
場合には、当該基準を満たしているこ
と常勤の歯科衛生士又は看護師が勤務
しているとみなすことができる。
②歯科疾患在宅療養管理料の注４に規
定する在宅総合医療管理加算及び在宅

Ｑ１　Ceのフッ化物塗布について、
算定件数が多かったからか、審査で症
状詳記と口腔内写真の提出を求めら
れ、この写真ではCeと認められない
と査定された。

患者歯科治療時医療管理料に関する施
設基準
（２）常勤の歯科医師が複数名配置さ
れていること又は常勤の歯科医師及び
常勤の歯科衛生士又は看護師がそれぞ
れ１名以上配置されていること。な
お、非常勤の歯科衛生士又は看護師を
２名以上組み合わせることにより、当
該保険医療機関が規定する常勤歯科衛
生士又は常勤看護師の勤務時間帯と同
じ時間帯に歯科衛生士又は看護師が配
置されている場合には、当該基準を満
たしていることとみなすことができ
る。
③有床義歯修理及び有床義歯内面適合
法の歯科技工加算１及び２に関する施
設基準
（１）常勤の歯科技工士を配置してい
ること。なお、非常勤の歯科技工士を
２名以上組み合わせることにより、当
該保険医療機関が規定する常勤歯科技
工士の勤務時間帯と同じ時間帯にこれ
らの非常勤歯科技工士が配置されてい
る場合には、当該基準を満たしている
こととみなすことができる。

Ａ１　エナメル質初期う蝕の病変部位
の口腔内写真であれば問題ないです
が、とくに高齢者で根面う蝕であるの
にCeの点数を算定しているケースが
あるようです。ご注意ください。

〈エナメル質初期う蝕（Ce）の算定〉

◆６月21日付で施設基準要件の通知の一部訂正◆

空
飛
ぶ
タ
イ
ヤ

白岩一心
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「
倍
返
し
だ
」
の
決
め
ぜ
り

ふ
で
有
名
に
な
っ
た
「
半
沢
直

樹
」
の
原
作
者
・
池
井
戸
潤
さ

ん
の
初
映
画
化
作
品
「
空
飛
ぶ

タ
イ
ヤ
」
を
紹
介
し
ま
す
。
累

計
１
８
０
万
部
を
突
破
し
た
大

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
が
原
作

で
、
三
菱
自
動
車
リ
コ
ー
ル
隠

し
事
件
を
モ
デ
ル
と
し
た
作
品

で
す
。

　

父
親
の
後
を
継
い
で
運
送
会

社
を
経
営
す
る
社
長
・
赤
松
徳

郎
（
長
瀬
智
也
さ
ん
）
は
、
あ

る
日
、
自
社
ト
ラ
ッ
ク
が
タ
イ

警
察
か
ら
執
拗
な
追
及
を
受
け

会
社
の
信
用
を
失
い
、
倒
産
寸

前
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
社
長
・
赤
松
は
、

事
故
原
因
は
整
備
不
良
で
な

く
、
事
故
を
起
こ
し
た
車
両
そ

の
も
の
に
欠
陥
が
あ
っ
た
の
で

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
そ
し

て
、
製
造
元
で
あ
る
大
手
自
動

車
会
社
の
ホ
ー
プ
自
動
車
販
売

部
カ
ス
タ
マ
ー
戦
略
課
課
長
の

沢
田
悠
太
（
デ
ィ
ー
ン
・
フ
ジ

オ
カ
さ
ん
）
に
再
調
査
を
要
求

し
ま
す
。
同
じ
頃
、
ホ
ー
プ
銀

行
本
店
営
業
本
部
の
井
崎
一
亮

（
高
橋
一
生
さ
ん
）
は
、
グ
ル

ー
プ
会
社
の
ホ
ー
プ
自
動
車
の

経
営
計
画
に
疑
問
を
感
じ
て
、

独
自
調
査
を
開
始
し
ま
す
。

　

赤
松
や
沢
田
、
井
崎
は
、
大

企
業
の
「
リ
コ
ー
ル
隠
し
」
と

い
う
真
実
を
突
き
止
め
ま
す
。

巨
大
企
業
の
闇
の
世
界
に
挑
戦

し
て
い
く
姿
に
感
銘
を
受
け
ま

す
。
中
小
企
業
の
社
員
、
社
員

の
家
族
の
生
活
を
守
る
た
め

に
、
命
が
け
で
巨
大
企
業
の
闇

に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　

小
説
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
よ

う
に
感
じ
る
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
現
政
権
に
忖
度
す
る
官
僚

と
大
企
業
の
癒
着
を
疑
っ
て
し

ま
う
と
こ
ろ
に
も
ス
リ
ル
を
感

じ
ま
す
。
大
企
業
と
官
邸
が
深

く
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
な
い

か
、
官
邸
が
握
る
人
事
権
の
重

さ
が
マ
ス
コ
ミ
や
司
法
ま
で
取

り
込
み
、
三
権
分
立
ま
で
破
壊

し
て
、
権
力
を
一
手
に
掌
握
し

て
い
き
そ
う
な
現
代
社
会
と
重

な
り
合
い
ま
す
。
社
会
の
闇
を

明
白
に
し
て
い
こ
う
と
必
死
に

立
ち
向
か
う
赤
松
社
長
を
見
て

い
る
と
、
政
治
的
・
社
会
的
に

負
け
て
は
な
ら
な
い
と
勇
気
が

湧
い
て
き
ま
す
。
主
人
公
の
赤

松
社
長
を
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
の
長

瀬
智
也
さ
ん
が
熱
演
し
て
い
ま

す
。
他
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
も

豪
華
で
す
。

　

「
正
義
と
は
何
か
？
」「
一

強
独
裁
政
権
に
今
後
も
政
権
を

任
せ
て
良
い
の
か
？
」
考
え
さ

せ
ら
れ
る
、
旬
の
政
治
経
済
情

勢
や
闇
の
社
会
を
暴
い
て
い
く

映
画
を
、
大
ス
ク
リ
ー
ン
を
通

し
て
鑑
賞
さ
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？　

嘘
つ
き
の

総
理
大
臣
の
顔
と
大
企
業
の
闇

世
界
が
重
複
し
て
い
く
だ
け
で

な
く
、
憲
法
理
念
の
主
権
在
民

を
奪
わ
れ
て
た
ま
る
か
と
感
じ

て
し
ま
う
迫
力
満
点
の
作
品
で

す
。

（
全
国
の
映
画
館
で
上
映
中
）

【
赤
穂
郡
・
白
岩
歯
科
医
院
】

ヤ
脱
落
事
故
を

起
こ
し
、
死
傷

者
を
出
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
を

知
り
ま
す
。
事

故
原
因
を
一
方

的
に
整
備
不
良

と
さ
れ
、
容
疑

者
と
決
め
つ
け

ら
れ
た
赤
松
は

Ⓒ
２
０
１
８
「
空
飛
ぶ
タ
イ
ヤ
」
製
作
委
員
会
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理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

発　
　

言

発　
　

言

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会　

第

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会　

第
5050
回
総
会　

決
議

回
総
会　

決
議

　

安
倍
自
公
政
権
は
、
成
長
戦
略
と
し
て
規
制
緩
和
と
財
政
出
動
を
進
め
る
一
方
、
基
礎
的

財
政
収
支
の
均
衡
を
理
由
に
消
費
税
増
税
と
社
会
保
障
費
抑
制
を
続
け
て
き
た
。
こ
れ
に
よ

り
大
企
業
は
過
去
最
高
益
を
更
新
し
続
け
て
い
る
が
、
国
民
生
活
は
消
費
税
や
社
会
保
障
に

関
わ
る
負
担
の
増
大
に
よ
り
疲
弊
す
る
一
方
で
あ
る
。
こ
の
先
、
消
費
税
率
10
％
へ
の
増

税
、
受
診
時
定
額
負
担
制
度
や
参
照
価
格
制
度
、
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負
担
増
な
ど
が
実

施
さ
れ
れ
ば
、
国
民
生
活
は
困
窮
し
、
必
要
な
医
療
さ
え
受
け
ら
れ
ず
、
命
と
健
康
を
危
険

に
晒
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

度
重
な
る
法
人
減
税
と
大
企
業
向
け
の
租
税
特
別
措
置
の
拡
大
は
、
税
収
構
造
を
ゆ
が

め
、
財
源
確
保
に
困
難
を
来
し
て
い
る
。
政
府
は
大
企
業
の
利
益
拡
大
が
国
民
生
活
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
い
う
が
、
拡
大
し
た
利
益
の
多
く
は
社
内
に
留
保
さ
れ
国
民
生
活
は
豊
か
に

な
っ
て
い
な
い
。
今
、
必
要
な
こ
と
は
、
大
企
業
に
正
規
雇
用
の
拡
大
と
賃
金
の
引
き
上
げ

を
さ
せ
る
と
と
も
に
、
大
企
業
と
富
裕
層
に
よ
る
応
分
の
負
担
で
、
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
国
民
の
切
な
る
要
望
に
応
え
る
こ
れ
ら
の
施
策
こ
そ
、
国
民
を
豊
か
に
し

て
経
済
の
好
循
環
を
生
み
出
し
、
持
続
可
能
な
社
会
を
創
る
も
の
で
あ
る
。

　

首
相
は
本
来
憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す
る
義
務
を
負
う
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
自
ら
改
憲
に

意
欲
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
に
よ
る
デ
ー
タ
捏
造
、
財
務
省
に
よ
る
公
文
書

改
ざ
ん
、
首
相
周
辺
人
物
へ
の
国
有
財
産
の
不
透
明
な
払
い
下
げ
、
自
衛
隊
に
よ
る
イ
ラ
ク

派
遣
時
の
日
報
隠
蔽
な
ど
不
祥
事
が
相
次
い
で
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
不
祥
事
に
つ
い

て
検
察
は
関
係
者
の
捜
査
を
行
い
な
が
ら
こ
と
ご
と
く
不
起
訴
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

立
憲
主
義
、
平
和
主
義
、
議
会
制
民
主
主
義
、
財
政
民
主
主
義
、
文
民
統
制
、
三
権
分
立
な

ど
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
繁
栄
を
支
え
て
き
た
価
値
観
や
原
則
を
蔑
ろ
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
流
れ
の
行
き
着
く
先
は
、
国
民
の
安
全
と
生
存
、
人
権
が
容
易
に
脅
か
さ
れ
る
戦
前
の

よ
う
な
社
会
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
医
師
・
歯
科
医
師
と
し
て
、
国
民
の
生
存
権
を
は

じ
め
と
す
る
諸
権
利
を
脅
か
す
あ
ら
ゆ
る
動
き
に
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
　

記

一
． 

患
者
・
介
護
利
用
者
負
担
増
計
画
を
や
め
、
応
能
負
担
を
強
化
し
、
医
療
・
社
会
保
障

を
拡
充
す
る
こ
と
。

一
． 

消
費
税
の
10
％
増
税
を
中
止
し
、
医
療
に
は
ゼ
ロ
税
率
を
導
入
し
て
医
療
機
関
の
控
除

対
象
外
消
費
税
負
担
を
解
消
す
る
こ
と
。

一
． 

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
実
現
す
る
た
め
、
歯
科
技
術
料
を
正
当
に
評
価
し
、
保

険
適
用
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
。

一
． 

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
な
ど
災
害
被
災
者
に
対
し
、
国
の
責
任
で
支
援
を
抜
本
的

に
強
め
る
こ
と
。

一
． 

再
稼
働
し
た
原
発
を
直
ち
に
停
止
し
、
原
発
ゼ
ロ
政
策
の
推
進
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
拡
大
を
進
め
る
こ
と
。

一
．
日
本
国
憲
法
を
守
り
、
日
本
国
憲
法
の
理
念
が
行
き
届
く
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

 

２
０
１
８
年
６
月
17
日　

兵
庫
県
保
険
医
協
会

現
代
版
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
ブ
ル
ジ

ョ
ア
の
分
離
と
い
う
時
代
錯
誤
的

な
社
会
構
造
を
生
み
出
し
た
。

　

本
当
に
日
本
は
財
政
危
機
で
あ

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
財
政
破
綻

し
、
将
来
世
代
に
つ
け
を
残
し
て

し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と

を
科
学
的
に
証
明
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
科
学
的

検
証
を
す
る
た
め
の
検
証
委
員
会

を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

や
格
差
を
拡
大
す
る
た
め
、
社
会

保
障
の
財
源
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く

な
い
。
所
得
税
、
法
人
税
で
の
応

能
負
担
を
強
化
し
、
大
企
業
並
び

に
高
所
得
者
層
に
応
分
の
負
担
を

求
め
る
べ
き
だ
。

　

も
う
一
点
注
目
す
べ
き
は
「
医

師
の
働
き
方
改
革
」
だ
。
医
師
と

医
療
機
関
が
と
も
に
健
全
で
、
国

民
に
安
全
・
安
心
の
医
療
を
提
供

す
る
た
め
に
は
、
人
員
の
増
強
と

そ
れ
を
支
え
る
診
療
報
酬
の
引
き

上
げ
が
必
要
な
の
は
明
ら
か
だ
。

協
会
は
、
新
た
に
勤
務
医
部
を
立

ち
上
げ
た
。
私
た
ち
の
活
動
を
知

っ
て
も
ら
い
、
勤
務
医
の
現
状
、

問
題
点
を
理
解
し
、
そ
の
意
見
を

吸
い
上
げ
、
共
に
活
動
し
て
い
く

た
め
、
勤
務
医
部
の
発
展
に
努
力

し
た
い
。

　

執
行
部
お
よ
び
事
務
局
は
、
会

員
の
た
め
に
、
ま
た
国
民
の
た
め

に
、
よ
り
よ
い
協
会
、
よ
り
よ
い

医
療
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
努
力
し
た
い
。

　

政
府
は
、
引
き
続
き
「
経
済
再

生
」「
財
政
再
建
」
を
口
実
に
社

会
保
障
費
を
抑
制
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
公
的
医
療
保
険
制
度
の
質

と
量
は
、
決
し
て
財
政
状
況
に
左

右
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
社
会
保

障
費
抑
制
の
た
め
に
、
患
者
窓
口

負
担
の
増
加
と
、
そ
れ
に
よ
る
受

診
抑
制
も
狙
っ
て
い
る
。「
給
付

率
の
自
動
調
整
」
つ
ま
り
患
者
窓

口
負
担
率
の
自
動
引
き
上
げ
ま
で

検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

社
会
保
障
は
「
能
力
に
応
じ
て

負
担
し
、
必
要
に
応
じ
て
給
付
を

受
け
、
結
果
と
し
て
所
得
を
再
分

配
す
る
」
機
能
を
持
っ
て
い
る
。

消
費
税
は
逆
進
性
が
高
く
、
貧
困

　

今
年
の
診
療
報
酬
改
定
は
、
全

体
で
１
・
19
％
の
マ
イ
ナ
ス
改
定

と
な
り
、
協
会
・
保
団
連
が
強
く

求
め
て
き
た
プ
ラ
ス
10
％
に
は
ほ

ど
遠
く
、
低
医
療
費
政
策
に
よ
り

疲
弊
し
た
医
療
機
関
の
経
営
と
、

そ
こ
で
働
く
人
々
の
労
働
条
件
の

改
善
は
望
め
な
い
。
こ
の
よ
う
な

医
療
費
抑
制
政
策
の
中
で
、
国
民

に
安
全
・
安
心
、
必
要
・
十
分
な

医
療
を
提
供
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
。

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
」
の
運
動
は
、
日
本
の
歯
科
医

療
費
が
、
他
国
に
比
べ
非
常
に
少

な
い
こ
と
に
端
を
発
し
、
日
本
の

歯
科
医
療
を
前
進
さ
せ
る
運
動
と

し
て
展
開
し
て
き
た
。

　

こ
の
間
、
歯
科
技
工
士
問
題
を

取
り
上
げ
、
歯
科
医
療
へ
の
評
価

が
低
い
こ
と
を
顕
在
化
さ
せ
て
き

た
が
、
そ
う
し
た
運
動
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
の
口
腔
崩
壊
の
実
態

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

実
態
を
ま
と
め
、
昨
年
、
書
籍

『
口
か
ら
見
え
る
貧
困
』
と
し
て

発
行
し
、
マ
ス
コ
ミ
だ
け
で
は
な

く
、
地
方
自
治
体
に
も
警
鐘
を
鳴

ら
す
こ
と
が
で
き
た
。
６
月
10
日

に
は
市
民
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
口
か
ら
見
え
る
子
ど
も
の
貧

困
」
を
開
催
し
、
１
６
０
人
以
上

の
参
加
を
得
た
。

　

貧
困
問
題
は
見
え
に
く
い
と
さ

れ
て
い
る
が
、
口
の
中
の
状
態
を

み
る
と
は
っ
き
り
分
か
る
。「
貧

困
」
は
全
て
の
病
根
に
つ
な
が
っ

て
お
り
、
医
療
全
体
と
し
て
の
取

り
組
む
べ
き
問
題
で
あ
り
、
医
科

・
歯
科
一
体
で
あ
る
兵
庫
協
会
が

先
頭
に
立
っ
て
や
る
べ
き
だ
。

　

マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
。
残
念
な
こ
と
に
、
現

在
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
は
間
違
い

だ
と
の
認
識
が
多
数
を
占
め
る

が
、
そ
の
本
質
は
間
違
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

現
代
は
格
差
社
会
と
呼
ば
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
一
握
り
の
資
本

家
に
よ
る
労
働
者
の
支
配
と
い
う

社
会
構
造
の
せ
い
だ
。
90
年
以

降
、
財
政
危
機
、
財
政
破
綻
を
避

け
る
た
め
と
い
う
大
義
名
分
の
た

め
に
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
が
、
こ
の

50
周
年
総
会
ま
で
に

７
５
０
０
人
め
ざ
す

診
療
報
酬
引
き
上
げ

不
合
理
是
正
求
め
る

貧
困
解
消
に
向
け

取
り
組
み
強
化
を

財
政
問
題

政
府
に
提
言
し
て
ほ
し
い

組織部

研究部

歯科部会

政策部

宮武 博明先生

清水 映二先生

島津 俊二先生

幸田 雄策先生

 

（
５
面
に
つ
づ
く
）

　

会
員
拡
大
へ
の
協
力
に
お
礼
申

し
上
げ
る
。
協
会
の
会
員
数
は
過

去
最
高
を
更
新
し
７
４
４
３
人
と

な
り
、
歯
科
で
は
総
会
目
標
を
超

過
達
成
し
、
保
団
連
組
織
拡
大
年

間
表
彰
で
実
増
数
・
組
織
上
昇
率

と
も
２
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

　

歯
科
は
施
設
基
準
届
出
に
対
応

し
た
医
療
安
全
管
理
対
策
研
究
会

で
の
入
会
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、

３
大
共
済
制
度
に
加
え
、
今
年
か

ら
「
新
グ
ル
ー
プ
保
険
」
を
発
足

し
た
。
共
済
普
及
と
組
織
拡
大
を

一
体
で
進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

協
会
は
今
年
、
勤
務
医
部
会
を

発
足
さ
せ
た
。
勤
務
医
の
労
働
環

境
改
善
の
実
現
へ
、
勤
務
医
会
員

の
拡
大
を
強
化
す
る
。

　

来
年
の
50
周
年
総
会
ま
で
に
７

５
０
０
人
の
目
標
を
設
定
し
た
。

実
現
に
向
け
て
が
ん
ば
り
た
い
。

目
標
達
成
の
た
め
会
員
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

今
年
は
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

の
同
時
改
定
が
行
わ
れ
た
。
改
定

に
際
し
、
毎
回
医
療
機
関
に
対
す

る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

行
わ
れ
、
マ
イ
ナ
ス
改
定
や
む
な

し
と
い
う
世
論
が
つ
く
ら
れ
る

が
、
診
療
報
酬
は
医
師
の
給
与
だ

け
で
は
な
く
、
医
療
従
事
者
全
員

の
給
与
の
原
資
で
も
あ
る
。
プ
ラ

ス
に
な
ら
な
い
と
、
医
療
従
事
者

の
給
与
を
引
き
上
げ
ら
れ
ず
、
由

々
し
き
事
態
を
引
き
起
こ
す
。

　

改
定
で
は
毎
回
、
４
月
に
入
っ

て
か
ら
疑
義
解
釈
や
通
知
が
発
出

さ
れ
る
。
私
た
ち
は
毎
回
改
定
研

究
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
決
し

て
厚
労
省
の
尻
ぬ
ぐ
い
を
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
早
い
段
階
で

改
定
内
容
を
決
定
し
、
厚
労
省
が

各
医
療
機
関
に
き
ち
ん
と
説
明
す

る
よ
う
求
め
た
い
。
不
合
理
是
正

も
要
求
し
て
い
き
た
い
。

　

今
年
も
10
月
28
日
に
日
常
診
療

経
験
交
流
会
を
行
う
。
今
回
の
メ

イ
ン
テ
ー
マ
は
「
あ
な
た
の
Ａ
Ｉ

の
イ
メ
ー
ジ
は
？
〜
医
療
で
の
○マ

ル

と
×バ
ツ

〜
」
だ
。
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
分
科
会
の
話
題

提
供
も
お
願
い
し
た
い
。

医
師
増
員
を
前
提
と
し
た

働
き
方
改
革
こ
そ
必
要

理
事
長　
　

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

西
山　

裕
康

第50回総会　詳報

社会保障拡充する政治の実現を社会保障拡充する政治の実現を
　

６
月
17
日
、
チ
サ
ン
ホ
テ

ル
神
戸
で
行
わ
れ
た
協
会
第

50
回
総
会
で
の
理
事
長
あ
い

さ
つ
、
発
言
・
執
行
部
答
弁

と
国
会
議
員
・
来
賓
あ
い
さ

つ
の
要
旨
、
来
賓
・
メ
ッ
セ

ー
ジ
一
覧
、
決
議
全
文
を
掲

載
す
る
。

　

日
本
で
は
立
憲
主
義
、
平
和
主

義
、
三
権
分
立
な
ど
が
な
い
が
し

ろ
に
さ
れ
、
国
政
が
私
物
化
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
国
民
に
知

ら
せ
な
い
と
い
け
な
い
。

　

し
か
し
、
政
府
は
事
実
を
隠

政
府
の
ウ
ソ
と
ご
ま
か
し

国
民
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い

北摂・丹波支部
小寺 修先生
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「
骨
太
の
方
針
２
０
１
８
」
に

向
け
た
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
建

議
な
ど
を
見
る
と
、
さ
ら
な
る
国

民
負
担
増
、
社
会
保
障
費
削
減
・

改
悪
メ
ニ
ュ
ー
が
並
ん
で
い
る
。

現
状
の
社
会
保
障
で
貧
困
・
格
差

拡
大
を
克
服
で
き
な
い
こ
と
は
明

ら
か
だ
。
大
企
業
と
富
裕
層
の
応

分
の
負
担
で
、
社
会
保
障
費
を
増

や
す
と
い
う
観
点
が
必
要
だ
。
国

民
生
活
打
開
へ
、
所
得
再
配
分
と

　

今
国
会
で
は
改
憲
発
議
が
見
送

ら
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
１
３

５
０
万
筆
を
超
え
る
改
憲
反
対
署

名
と
市
民
の
運
動
が
あ
る
。
６
月

２
日
、
歴
史
的
な
米
朝
首
脳
会
談

が
開
催
さ
れ
た
。
朝
鮮
半
島
非
核

化
へ
の
第
一
歩
と
し
て
歓
迎
す

る
。
市
民
の
運
動
こ
そ
が
、
非
核

化
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
だ
。

　

ま
た
、
５
月
に
は
生
活
保
護
の

制
度
改
悪
に
つ
い
て
国
連
人
権
理

事
会
の
専
門
家
委
員
会
が
見
直
し

を
要
請
し
た
。
社
会
保
障
制
度
の

改
悪
に
対
し
当
事
者
が
立
ち
上
が

　

兵
庫
協
会
が
『
口
か
ら
見
え
る

貧
困
』
を
発
刊
す
る
に
あ
た
っ

て
、
現
場
の
声
を
伝
え
る
た
め
、

座
談
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
協
会
は
「
口
の
中
は
子
ど
も

の
貧
困
状
態
が
そ
の
ま
ま
見
え
る

の
で
は
な
い
か
」
と
提
起
さ
れ
て

い
た
が
、
養
護
教
諭
に
も
以
前
か

ら
「
口
の
中
を
見
る
と
、
子
ど
も

の
生
活
、
経
済
背
景
が
分
か
る
」

と
い
う
認
識
が
あ
り
、
意
見
が
一

致
し
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。

書
籍
の
出
版
に
深
く
感
謝
す
る
。

　

出
版
後
「
こ
ど
も
の
権
利
条

し
て
の
社
会
保
障
拡
充
の
た
め
の

財
源
論
を
広
く
国
民
的
同
意
に
押

し
上
げ
る
こ
と
こ
そ
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

国
・
地
方
あ
わ
せ
て
１
０
０
０

兆
円
を
超
す
借
金
が
あ
り
、
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
黒
字
化
の
た

め
に
は
消
費
税
増
税
・
社
会
保
障

費
の
抑
制
が
必
要
と
い
う
意
見
も

あ
る
が
、
法
人
税
率
は
消
費
税
導

入
前
の
42
％
か
ら
現
在
で
は
23
・

４
％
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
所

得
税
も
最
高
税
率
が
60
％
か
ら
45

％
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
に

よ
る
税
収
不
足
が
財
政
悪
化
の
原

因
だ
。

れ
る
運
動
を
進
め
た
い
。

　

韓
国
で
も
社
会
保
障
制
度
の
改

善
と
非
核
平
和
を
求
め
る
医
療
機

関
の
団
体
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
さ

っ
そ
く
韓
国
政
府
は
現
在
５
割
負

担
の
医
療
保
険
制
度
を
３
割
負
担

に
す
る
と
い
う
政
策
を
掲
げ
た
。

海
外
の
団
体
と
も
協
力
し
て
運
動

を
し
て
い
き
た
い
。

　

新
潟
県
知
事
選
挙
で
は
市
民
と

５
野
党
の
推
薦
を
受
け
た
池
田
千

賀
子
氏
が
、
敗
れ
た
も
の
の
大
健

闘
し
た
。
原
発
再
稼
働
反
対
が
70

％
を
超
え
る
新
潟
県
で
は
、
与
党

候
補
で
す
ら
「
原
発
再
稼
働
は
県

民
の
信
を
問
う
」
と
し
て
い
る
。

私
た
ち
と
市
民
の
運
動
が
、
政
権

を
追
い
詰
め
て
い
る
。
今
後
も
協

会
と
と
も
に
が
ん
ば
り
た
い
。

約
」
の
四
つ
の
権
利
、「
生
き

る
」「
育
つ
」「
守
ら
れ
る
」「
参

加
す
る
」
権
利
の
す
べ
て
が
ど
の

子
に
も
保
障
さ
れ
れ
ば
、
子
ど
も

た
ち
が
未
来
に
向
か
っ
て
力
を
伸

ば
し
て
い
け
る
と
い
う
講
演
を
し

た
。
多
く
の
保
護
者
も
四
つ
の
権

利
を
保
障
さ
れ
な
い
環
境
で
育

ち
、
子
育
て
の
中
で
戸
惑
い
や
困

難
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
状
況
が

学
校
現
場
で
広
が
っ
て
い
る
。

　

「
育
つ
権
利
」
の
中
に
は
「
医

療
を
受
け
る
権
利
」
が
あ
り
、
養

護
教
諭
と
し
て
医
師
・
歯
科
医
師

の
方
々
と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と

が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。
子

ど
も
た
ち
の
権
利
、
特
に
健
康
に

関
す
る
権
利
を
守
る
た
め
、
今
後

も
と
も
に
が
ん
ば
り
た
い
。

　

島
津
先
生
の
発
言
に
つ
い
て
、

私
た
ち
は
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯

科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会
を
７
年

前
に
作
り
、
歯
科
医
療
を
改
善
す

る
た
め
活
動
を
続
け
て
き
た
。
今

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
と
力
を
合
わ

せ
て
改
善
を
求
め
て
い
く
。
歯
科

で
は
口
を
見
れ
ば
、
家
庭
の
状
況

が
大
体
分
か
る
。
こ
の
こ
と
を
意

識
し
活
動
し
た
い
。

　

幸
田
先
生
に
は
マ
ル
ク
ス
を
紹

介
い
た
だ
い
た
。
マ
ル
ク
ス
は
19

世
紀
、
一
部
の
人
が
富
を
独
占
す

る
社
会
を
変
革
す
る
た
め
に
活
動

し
た
。
最
近
、
市
場
原
理
主
義
の

な
か
、
貧
困
・
格
差
が
広
が
り
、

口
腔
崩
壊
の
問
題
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。
し
か
し
私
た
ち
に
は
19

世
紀
に
な
か
っ
た
社
会
保
障
制
度

が
あ
る
。
社
会
保
障
の
拡
充
で
貧

困
・
格
差
を
是
正
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
財
源
論
は
、
政
策
部
会
で

議
論
し
た
い
。

　

清
水
先
生
の
発
言
に
つ
い
て
、

今
次
診
療
報
酬
改
定
に
対
し
、
各

地
で
行
っ
た
新
点
数
研
究
会
の
目

的
は
、
情
報
を
会
員
に
正
し
く
伝

え
る
こ
と
と
、
改
定
の
不
合
理
を

正
し
診
療
報
酬
を
引
き
上
げ
る
た

め
、
会
員
・
患
者
の
声
を
集
め
運

動
し
て
い
く
こ
と
だ
。
そ
の
中
で

会
員
拡
大
も
進
ん
で
き
た
。

　

日
常
診
療
経
験
交
流
会
は
秋
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
だ
。
楽
し
く
勉
強

に
な
る
秋
の
一
日
を
た
く
さ
ん
の

方
々
の
参
加
で
成
功
さ
せ
た
い
。

し
、
昨
年
総
選
挙
を
行
っ
た
。
こ

う
し
た
事
実
が
国
民
に
知
れ
渡
ら

な
い
の
は
報
道
規
制
や
小
選
挙
区

制
に
加
え
、
官
僚
の
人
事
権
が
内

閣
に
握
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
兵

庫
協
会
だ
け
で
な
く
、
保
団
連
と

し
て
も
、
政
府
の
ウ
ソ
と
ご
ま
か

し
を
国
民
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

　

診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
、

『
診
療
報
酬
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
』

を
保
団
連
が
編
集
し
て
上
梓
し
て

い
る
が
、
本
来
な
ら
厚
労
省
が
編

集
し
各
医
療
機
関
に
責
任
を
持
っ

て
、
分
か
り
や
す
く
改
定
内
容
を

説
明
す
べ
き
だ
。

　

宮
武
先
生
の
発
言
に
つ
い
て
、

兵
庫
協
会
は
創
設
以
来
年
度
末
の

会
員
数
は
一
度
も
減
ら
し
た
こ
と

が
な
い
。
先
生
方
の
紹
介
あ
っ
て

こ
そ
だ
。
他
協
会
と
比
べ
訪
問
数

が
群
を
抜
い
て
多
く
、
神
大
病
院

や
兵
庫
医
大
病
院
な
ど
、
大
病
院

に
も
入
会
い
た
だ
き
、
病
院
組
織

率
は
３
分
の
２
に
達
し
て
い
る
。

　

小
寺
先
生
の
発
言
に
は
全
面
的

に
同
意
す
る
。
医
療
だ
け
で
な
く

日
本
の
社
会
保
障
や
国
の
形
に
も

物
申
し
て
い
く
。
た
だ
一
部
に
は

政
治
的
活
動
を
控
え
る
べ
き
な
ど

の
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る
こ
と

も
し
っ
か
り
認
識
し
、
協
会
の
二

つ
の
目
的
に
則
し
た
活
動
を
会
員

の
総
意
で
進
め
て
い
き
た
い
。

社
会
保
障
の
拡
充
で

貧
困
・
格
差
の
是
正
を

改
定
内
容
は
厚
労
省
が

分
か
り
や
す
く
説
明
す
べ
き

（
４
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

大
企
業
・
富
裕
層
の
負
担
で

社
会
保
障
拡
充
を

市
民
と
野
党
の
共
闘
が

政
権
を
追
い
詰
め
る

『
口
か
ら
見
え
る
貧
困
』

書
籍
化
に
感
謝

住
江　

憲
勇　
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
会
長

藤
末　

衛　
全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会
会
長

小
島　

三
和
子　
兵
庫
教
職
員
組
合
教
諭

懇
親
会
ご
来
賓
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

住
江
憲
勇
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
会
長
、
藤
末
衛
全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会
会
長
、
高
本
英
司
大
阪

府
保
険
医
協
会
理
事
長
・
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
副
会
長
、
茨
木
和
博
京
都
府
保
険
医
協
会
副
理
事
長
、

合
田
泰
幸
兵
庫
県
民
主
医
療
機
関
連
合
会
会
長
、
青
井
貴
之
神
戸
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
教
授
、
志
岐
敬

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
事
務
局
長
、
田
川
研
大
阪
府
保
険
医
協
会
事
務
局
次
長
、
盛
山
正
仁
衆
議
院
議

員
、
辻
泰
弘
元
参
議
院
議
員
・
元
厚
生
労
働
副
大
臣
、
金
田
峰
生
日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
兵
庫
事
務
所

長
、
中
野
宏
亮
三
井
生
命
保
険
株
式
会
社
神
戸
支
社
長
、
中
村
正
浩
三
井
生
命
保
険
株
式
会
社
神
戸
支
社
法

人
推
進
部
長
、
嶺
岸
均
富
国
生
命
保
険
相
互
会
社
神
戸
支
社
長
、
服
部
直
樹
富
国
生
命
保
険
相
互
会
社
神
戸

支
社
市
場
開
発
推
進
部
長
、
村
谷
俊
治
富
国
生
命
保
険
相
互
会
社
業
務
部
法
人
市
場
グ
ル
ー
プ
上
席
調
査

役
、
脇
野
修
一
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
関
西
公
法
人
部
法
人
営
業
第
一
部
長
、
内
田
聡
三
井
住
友
海

上
火
災
保
険
株
式
会
社
神
戸
支
店
長
、
西
村
譲
太
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
神
戸
支
店
神
戸
法
人

営
業
課
長
、
澤
井
欣
史
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
神
戸
支
店
神
戸
法
人
営
業
課
課
長
、
小
牧
英
夫

協
会
顧
問
弁
護
士
・
花
く
ま
法
律
事
務
所
、
浦
上
立
志
顧
問
税
理
士
・
浦
上
立
志
税
理
士
事
務
所
、
野
田
倫

子
弁
護
士
・
花
く
ま
法
律
事
務
所
、
川
西
譲
弁
護
士
・
阪
神
合
同
法
律
事
務
所
、
川
西
絵
理
弁
護
士
・
阪
神

合
同
法
律
事
務
所
、
柳
田
洋
兵
庫
障
害
者
連
絡
協
議
会
会
長
、
井
上
義
治
兵
庫
障
害
者
連
絡
協
議
会
事
務
局

長
、
北
村
美
幸
兵
庫
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
事
務
局
長
、
高
山
忠
徳
兵
庫
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
事
務

局
次
長
、
藤
岡
東
洋
雄
協
同
組
合
兵
庫
県
保
険
鍼
灸
師
会
理
事
長
、
津
川
知
久
兵
庫
県
労
働
組
合
総
連
合
顧

問
、
畦
布
和
隆
阪
神
・
淡
路
大
震
災
救
援
・
復
興
兵
庫
県
民
会
議
代
表
委
員
、
岩
田
伸
彦
阪
神
・
淡
路
大
震

災
救
援
・
復
興
兵
庫
県
民
会
議
事
務
局
長
、
出
口
俊
一
兵
庫
県
震
災
復
興
研
究
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
、
谷
守

正
康
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち
づ
く
り
神
戸
副
理
事
長
、
松
本
竹
志
㈱
関
西
共
同
印
刷
所
営
業
部
長
、
川
井
祐
介
㈱
関
西

共
同
印
刷
所
営
業
部
第
１
課
課
長
代
理
、
長
町
那
美
㈱
関
西
共
同
印
刷
所
営
業
部
第
１
課
、
小
林
信
之
新
日

本
プ
ロ
セ
ス
株
式
会
社
、
佐
藤
匠
新
日
本
プ
ロ
セ
ス
株
式
会
社
、
野
嶋
千
絵
新
日
本
プ
ロ
セ
ス
株
式
会
社
、

田
中
義
行
㈱
オ
フ
ィ
ス
べ
ん
け
い
営
業
・
業
務
部
長
、
東
野
健
悟
ミ
ヤ
コ
在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
医

療
事
業
部
長
、
後
藤
渉
ミ
ヤ
コ
在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
主
任

祝
電
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

保
険
医
協
会
・
医
会
、
協
同
組
合　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
会
長　

住
江
憲
勇
、
北
海
道
、
岩
手
、
宮

城
、
秋
田
、
山
形
、
福
島
、
茨
城
、
栃
木
、
埼
玉
、
千
葉
、
東
京
、
東
京
歯
、
神
奈
川
、
山
梨
、
岐
阜
、
静

岡
、
愛
知
、
三
重
、
滋
賀
、
京
都
、
京
都
歯
、
大
阪
、
大
阪
歯
、
奈
良
、
和
歌
山
、
鳥
取
、
島
根
、
広
島
、

山
口
、
徳
島
、
香
川
、
愛
媛
、
高
知
、
福
岡
、
福
岡
歯
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、
大
分
、
宮
崎
、
沖
縄
、
大

阪
協
同
組
合

医
療
関
係
団
体　

兵
庫
県
歯
科
医
師
会
会
長　

澤
田
隆
、
神
戸
市
医
師
会　

置
塩
隆
、
全
日
本
民
主
医
療
機

関
連
合
会
会
長　

藤
末
衛
、
神
戸
医
療
産
業
都
市
推
進
機
構
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
長　

福

島
雅
典
、
宝
塚
医
療
生
活
協
同
組
合
理
事
長　

脇
野
耕
一
、
兵
庫
県
栄
養
士
会
会
長　

榊
由
美
子

議
員　

衆
議
院
議
員　

赤
羽
一
嘉
、
西
村
康
稔
、
谷
公
一
、
桜
井
周
、
中
野
洋
昌
、
参
議
院
議
員　

山
下
芳

生
、
小
池
晃
、
末
松
信
介
、
大
門
実
紀
史
、
室
井
邦
彦
、
前
衆
議
院
議
員　

井
坂
信
彦
、
元
参
議
院
議
員　

辻
泰
弘
、
日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
兵
庫
事
務
所
長　

金
田
峰
生

生
命
保
険
会
社　

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
社
長　

根
岸
秋
男
、
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
関
西

公
法
人
部
法
人
営
業
第
一
部
長　

脇
野
修
一
、
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
大
阪
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
発
部
市

場
統
括
部
長　

林
泰
伸
、
富
国
生
命
保
険
相
互
会
社
取
締
役
社
長　

米
山
好
映
、
富
国
生
命
保
険
相
互
会
社

神
戸
支
社
長　

嶺
岸
均
、
富
国
生
命
保
険
相
互
会
社
市
場
開
発
推
進
本
部
長　

服
部
直
樹

友
好
団
体
・
業
者　

兵
庫
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
会
長　

吉
岡
正
雄
、
協
同
組
合
兵
庫
県
保
険
鍼
灸
師
会

理
事
長　

藤
岡
東
洋
雄
、
兵
庫
障
害
者
連
絡
協
議
会
会
長　

柳
田
洋
、
ひ
ょ
う
ご
聴
障
ネ
ッ
ト
代
表
者　

岡

野
安
雅
、
兵
庫
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
代
表
理
事　

長
谷
川
敏
幸
、
尼
崎
公
害
患
者
家
族
の
会
会
長　

松

光
子
、
兵
庫
県
弁
護
士
会
会
長　

藤
掛
伸
之
、
兵
庫
県
商
工
団
体
連
合
会
会
長　

磯
谷
吉
夫
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち

づ
く
り
神
戸
副
理
事
長　

谷
守
正
康
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
救
援
・
復
興
兵
庫
県
民
会
議
代
表
委
員　

畦
布

和
隆
、
兵
庫
県
震
災
復
興
研
究
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事　

塩
崎
賢
明
、
新
日
本
婦
人
の
会
兵
庫
県
本
部
会
長　

岸
本
友
代
、
兵
庫
県
母
親
大
会
連
絡
会
会
長　

中
村
治
子
、
兵
庫
県
労
働
組
合
総
連
合
顧
問　

津
川
知
久
、

全
国
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
労
働
組
合
兵
庫
支
部　

宍
戸
友
美
、
兵
庫
教
職
員
組
合
執
行
委
員
長　

三
上
達
夫
、
憲
法
が
輝
く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る
会
、
兵
庫
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
中
央
執
行
委
員
長　

小

野
泰
司
、
平
和
・
民
主
・
革
新
の
日
本
を
め
ざ
す
兵
庫
の
会
、
ミ
ヤ
コ
在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
部
長

　

東
野
健
悟
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
兵
庫
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長　

加
藤
千
晶
、
株
式
会
社
エ
ム
シ
ー
シ

ス
テ
ム
代
表
取
締
役　

中
塚
幹
朗
、
㈱
関
西
共
同
印
刷
所
代
表
取
締
役
社
長　

竹
村
知
洋
、
㈲
木
下
印
刷
所

代
表
取
締
役　

木
下
益
男
、
兵
庫
県
生
活
と
健
康
を
守
る
会
連
合
会

顧
問
・
税
務
講
師
団　

花
く
ま
法
律
事
務
所
弁
護
士　

小
牧
英
夫
・
野
田
倫
子
、
浦
上
税
理
士
事
務
所
税
理

士　

浦
上
立
志
、
神
戸
共
同
経
理
事
務
所
税
理
士　

中
村
明
、
橋
本
税
理
士
事
務
所
税
理
士　

橋
本
恭
典

加
藤 

擁
一
副
理
事
長

武
村 

義
人
副
理
事
長

協
会
の
二
つ
の
目
的
に

則
し
た
活
動
進
め
る

 

西
山 

裕
康
理
事
長

執
行
部
答
弁

執
行
部
答
弁

来
賓
あ
い
さ
つ

来
賓
あ
い
さ
つ

国
会
議
員
あ
い
さ
つ

国
会
議
員
あ
い
さ
つ

　

私
は
国
土
交
通
省
、
環
境
省
の

出
身
で
、
昨
年
夏
ま
で
法
務
副
大

臣
を
務
め
、
以
降
は
自
民
党
政
務

調
査
会
国
土
交
通
部
会
長
を
拝
命

し
て
い
る
。

　

家
内
の
父
親
は
田
村
元
・
元
衆

議
院
議
長
で
、
後
を
継
い
だ
の
が

田
村
憲
久
・
元
厚
労
大
臣
だ
。
田

村
が
大
臣
に
な
っ
て
か
ら
、
厚
生

分
野
に
私
も
携
わ
る
よ
う
に
な

り
、
成
年
後
見
法
の
医
療
同
意
の

問
題
や
生
殖
補
助
医
療
な
ど
、
厚

生
と
法
務
の
間
を
つ
な
ぐ
よ
う
な

こ
と
に
つ
い
て
お
手
伝
い
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
家
族
に
も
医
療
関
係
者

が
多
く
、
医
療
の
世
界
は
他
人
事

で
は
な
い
。

　

兵
庫
だ
け
で
な
く
、
日
本
全
体

の
国
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
、
社
会

保
障
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
、
皆

さ
ま
方
の
ご
指
導
を
得
な
が
ら
、

汗
を
流
し
て
い
き
た
い
。

国
民
の
健
康
の
た
め

汗
流
し
た
い

盛
山　

正
仁　
衆
議
院
議
員
（
自
民
）
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肺の生理機能
（１）宣発と粛降；呼気・発汗は宣
発、吸気・水液下降は粛降、いずれ
が失調しても、肺気の昇降が妨げら
れる。「宣降失調」が肺の基本病理
である。
（２）肺の特徴；肺は嬌臓で、湿と
燥を嫌い、潤を好む。熱と寒を嫌
い、適温を好む。従って、肺の病変
の治療原則は、大まかに、燥湿と寒
熱の是正にある。　

急性気管支炎（咳嗽）の治療方剤
麦門冬湯　；乾性の咳・燥・滋陰
滋陰降火湯；夜間の乾咳・燥・滋陰
滋陰至宝湯；乾咳神経質・燥・滋潤
解欝
半夏厚朴湯；えへん虫・湿・解欝除痰
清肺湯　　；黄色粘痰・熱・滋潤清熱
麻杏甘石湯；喘鳴黄色痰・熱・清熱
五虎湯　　；胸痛黄色痰・熱・清熱
柴陥湯　　；胸痛黄色痰食不・熱・
清熱和解
竹茹温胆湯；微熱夜間咳嗽・熱・清
熱和解
小青竜湯　；水様痰・寒湿・温肺除痰
苓甘姜味辛夏仁湯；陽虚水様痰・寒
湿・降肺理気除痰
（１）肺陰虚の咳
　燥熱の邪や内熱虚火が肺の陰津を
焼灼し肺系統が濡潤されなくなっ
た。

肺胃陰虚；麦門冬湯
肺腎陰虚；滋陰降火湯
肺肝陰虚；滋陰至宝湯
（２）麦門冬湯で咳が治らなかった場合
炎症所見に乏しい（WBC、CRPが正常）
乾燥が強い→滋陰降火湯
乾燥とストレス→滋陰至宝湯
えへん虫痰が詰まった感じ
 →半夏厚朴湯
細菌感染が疑われる（WBC、CRPが上昇）
黄色粘痰→清肺湯
咳嗽時胸痛　胸脇苦満あり→柴陥湯
　　　　　　胸脇苦満なし→五虎湯
夜間の咳嗽・微熱・胸脇苦満
 →竹茹温胆湯

気管支喘息の漢方治療
（１）気管支喘息の発生機序
　喘息の発生は、肺あるいは他の臓
腑に伏している痰が、
ⅰ ）外邪の侵襲（環境の変化や感染
症；肺）
ⅱ）飲食不当（脾）
ⅲ）情志刺激（ストレス；肝）
ⅳ）老化（腎）
ⅴ）体虚労倦（脾・肝・腎）
などの外因・内因で触発引導され、
気道を痰壅し、肺気が宣降失調を起
こし、主として肺気が下降しないこ
とによる。
（２）気管支喘息の発現様式
肺寒喘息（水分内停）　小青竜湯
ⅰ）風寒の邪

ⅱ）水分過剰体質
ⅲ ）陽気不足（冷え性）；脾虚、腎
虚
肺熱喘息（水分熱灼）　麻杏甘石湯
ⅰ）温熱風燥の邪
ⅱ）寒邪内鬱加熱
ⅲ）五志欝結（ストレス）
（３）標治と本治
標治；急性期・発作期（現症状に対
する治療）「急なれば即ち標を治
す」e.g.小青竜湯・麻杏甘石湯
本治；慢性期・寛解期（病変の本質
に対する治療）
「五臓六腑皆人をして咳せしむ独り
肺のみに非ず」
「病を治すには必ず本を求む」
（４）肺と他臓腑との関係
肺と脾；脾が虚して気虚となれば、
肺気も衰える。脾の水湿痰飲は、肺
に上行して咳嗽・喀痰・呼吸困難を
引き起こす。
肺と肝；肺気は粛降し、肝気は昇発
し、平時は均衡している。肝気の昇
発が大過すれば、肝火犯肺（木火刑
金）により、肺気の粛降が妨げら
れ、咳嗽・喀痰・呼吸困難・喘鳴な
どを生じる。
肺と腎；肺は呼吸を主り、腎は納気
を主り、吸気は腎気の摂納の助けを
必要とする。腎虚になると、吸気性
の呼吸困難が現れる。
肺と大腸；肺気の粛降は大腸の伝導
を助け、大腸が通暢しておれば肺気
はのびやかに粛降する。大便秘結は
肺気の粛降を阻害して上逆させるの
で、咳嗽呼吸困難を引き起こしやす
い。
（５）肺の痰飲の生成
寒痰・湿痰；風寒の侵襲・脾陽虚・
腎陽虚などにより、水液が肺に凝滞

する。薄い多量の痰。
小青竜湯・六君子湯・人参湯・真武
湯
熱痰；風熱犯肺・肝火犯肺などによ
り、肺の津液が煎熬され凝聚して痰
となる。黄色粘稠痰。
麻杏甘石湯・清肺湯・柴胡剤
燥痰；温燥の外邪・肺胃腎肝陰虚な
どにより肺の津液が枯燥して粘痰を
生じる。無痰・あるいは少量粘痰。
麦門冬湯・滋陰降火湯・滋陰至宝湯
（６）ストレス喘息
ストレス→肝気鬱結→疏泄不利
ⅰ）気管支壁が緊張する。
ⅱ ）少陽三焦の気機（気・津液の流
れ）が滞り、肺に痰飲が及ぶ。；
柴朴湯
ストレス→肝気鬱結→肝鬱化火
ⅲ ）肺気の粛降を抑制する。；四逆
散、竜胆潟肝湯
ストレス→脾虚→痰飲生成
ⅳ ）肺気の粛降を抑制する。；六君
子湯

まとめ
（１）肺は、寒熱燥湿を嫌い、肺の
病変の治療は、寒熱燥湿の是正にあ
る。寒熱燥湿は、単独に、あるいは
錯雑に病状を複雑にする。
（２）素問欬論編の「五臓六腑皆人
をして咳せしむ独り肺のみにあらざ
るなり」とあるがごとく、肺病変の
治療に当たっては、標治と本治を常
に考える必要がある。
（３）そのためには、八綱・気血水
・経絡・臓腑・六経・衛気営血など
のあらゆる弁証法を駆使して治療し
なければならない。
（５月26日、
 西宮・芦屋支部研究会より）

山口県下関市・りゅう呼吸器科内科　院長　　劉　　震永先生講演

呼吸器疾患の漢方治療

こ
の
よ
う
な
方
に

オ
ス
ス
メ
し
ま
す
！

資産運用は
利率と安定性と

使い勝手のよさだな
死亡保障は
安いほどいい

病気やケガで
休んだ時の
備えがほしい

医事紛争の
備えは必須

損害保険も
安くしたい 選

ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
保
険
に
入
っ
た
か
ら

整
理
が
つ
か
な
い

保険医年金

積立年金DefL
（デフエル）

選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あ
っ
ちち
こ
っ
ち
で
保
険
に
入
っ
た
か
ら

協
会
の
共
済
は
ご
加
入
内
容
を
ま
と
め
て
管
理
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

協会グループ保険

新グループ保険

休業保障制度

所得補償保険

医師賠償
責任保険

団体割引の
自動車保険、
火災保険

保険医協会保険医協会のの共済制度共済制度ドクターを支えるドクターを支える

協会の共済制度をお勧めします！　 お問合わせは共済部まで　☎ 078-393-1805

分科会での話題提供のお願い
第27回日常診療経験交流会

メインテーマ「あなたのAIのイメージは？～医療での○
マル

と×
バツ

～」

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840までお申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

第27回日常診療経験交流会プレ企画・薬科部共催

放射能を背負って放射能を背負って
世界史的災害の現場で考えたこと世界史的災害の現場で考えたこと

日　時　10月28日（日）10時～17時（分科会は10時～14時）
会　場　神戸市産業振興センター（神戸ハーバーランド内）
テーマ　 メインテーマ、日常診療、在宅・地域医療、病診・診診連携、

医科・歯科・薬科の連携・工夫、震災関連など
発表方法　14分（発表10分、質疑４分）※スライド10枚程度
応募締切　８月17日（金）

日　時　８月４日（土）16時～19時　会　場　県農業会館11階大ホール
講　師　桜井勝延氏（前福島県南相馬市長）
講師紹介　生田チサト氏（福島県南相馬市・大町病院看護師）
報　告　「外国人の見た巨大災害」
ロビン ロイド氏（米国・民族音楽家）／アブドゥルラッハマン ギュ
ルベヤズ氏（ドイツ・サラハディン大学言語学部教授）／ディヌー
シャ ランブクピティヤ氏（スリランカ・久留米大学外国語教育研究
所講師）／バイマー ヤンジン氏（チベット・声楽家）
司　会　広川恵一先生（広川内科クリニック）
　　　　滝本桂子先生（薬局リベルファーマシー）
※19時30分より同会場でみなとこうべ海上花火大会観賞会


